
 

 

 

          2015 年度 にこにこおひさま   事業報告書 

 

(１)事業総括 

 

 社会福祉法人たまご会と統合して 4月から新たにスタートした。4月、5 月は全員の契約や事務等の切り替えな

どで、大人は落ち着かない状況であったが、子どもたちは不安や混乱もなく遊びや活動をおこなうことができた。 

 今年度は、NPO法人の時期を含めると、事業を設立して 5年目になる。療育内容を深めるため、職員研修だけ

でなく、保護者研修をおこなってきたが、インストラクターの指導員、言語聴覚士の指導員の職員が増えたことで、

専門性を活かした療育内容の幅を広げる事ができた。 

 たとえば、6月に広島市こども療育センターや広島市西部こども療育センターの水泳療育実践を見学し、研修を

受けることで職員が学び、7 月下旬から水泳療育を踏み出したのであるが、子どもたちへの効果は大きく、保護者

の反響も大きい。 

 また、言語聴覚士の指導員による構音指導は、経験豊富な内容のため子どもへの効果が早く現れる事から、保

護者の要求は高いものがある。 

 12 月には、新しく改装した建物への移転を行った。大きな混乱もなく、子どもたちも慣れてきた。安全に配慮しな

がらより良い実践にとりくんでいきたい。 

  

  

  

 

 

(２) ２０１５年度  年間利用実績表 

               

      月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 合計 

     開所日 22 20 24 24 19 21 23 21 19 20 22 22 257 

利

用

数 

児童発達支援 172 150 193 198 161 186 186 181 167 165 166 180 2105 

放課後等デイサ

ービス 
57 47 57 60 35 55 54 52 46 50 42 49 604 

総合計 229 197 250 258 196 241 240 233 213 215 208 229 2709 

    日平均 
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(３)行事、療育報告 



 

＜児童発達支援＞ 

・3 ヵ月～6歳までの子どもたちを 3人ぐらいのグループに分けて療育をおこなっておいる。できるだけ発達

課題が同じ子どもたちを同じグループにし、子ども同士のかかわり合いも引き出せるようにしている。 

その為、行事はグループによって内容が違う取り組みとなっている。 

＜放課後等デイサービス＞ 

・一日 2～3人のグループで療育をおこなている。取り組みの内容で大切にしていることは下記の通りであ

る。 

 

① 学習支援(放課後等デイサービスの子どもたちのみおこなっている） 

② 手指を使った活動（手の操作性を高める） 

③ 感覚に働きかける活動（感覚機能を高める） 

④ 体を使ったダイナミックな活動（体幹を整え体を使いやすくする） 

⑤ 集団活動（友達と一緒に活動する面白さや友だちとの関わり方を知る） 

 

 

 

 

 

 

 

 

(４)職員研修実施内容   

２０１５年度職員研修一覧表 （内部研修）  

回

数 
  日 時      研 修 内 容     参加者 

1 ５月２７日（水） 

 

・感覚統合とはなにか 

・感覚統合と発達の関係 

・感覚統合の必要な子どものケース検討 

山下菜穂美・若狭靖晃 

松浦奈美・神鳥一弘 

奥田実千枝・岡本良子 

2 ７月３１日（金） 

・生活リズムを整えることの大切さ 

・睡眠中につくられる発達に関わる重要なホ

ルモンについて 

・生活リズムの整え方 

山下菜穂美・若狭靖晃 

松浦奈美・神鳥一弘 

奥田実千枝・平岡朝子 

岡本良子 

3 ９月４日（金） 
・虐待防止と対応について 

・虐待防止マニュアルの確認 

山下菜穂美・若狭靖晃 

松浦奈美・神鳥一弘 

平岡朝子・岡本良子 

4 １０月２３日（金） 

・視覚機能障害について 

・眼球運動に問題を抱えているこどもについ

て 

山下菜穂美・若狭靖晃 

松浦奈美・神鳥一弘 

奥田実千枝・平岡朝子 

岡本良子 

5 
４月６日～ 

１０月３０日（金） 

「気になる子にはわけがある」読み合わせ 

          木村順著 

感覚統合についての具体的な内容 

山下菜穂美・若狭靖晃 

松浦奈美・神鳥一弘 

奥田実千枝・平岡朝子 

岡本良子 

6 

１１月６日～ 

３月４日（金） 

２週間ごとに行う 

「やさしく学ぶ体の発達」読み合わせ 

        林万り監修 

生れたばかりの赤ちゃんから歩行獲得まで

の運動の発達について 

山下菜穂美・若狭靖晃 

松浦奈美・神鳥一弘 

奥田実千枝・平岡朝子 

岡本良子 



7 ２月５日（金） 

「人権学習」 

「障害者と戦争」（ＮＨＫＥテレハーネットＴＢ） 

戦争による障害者の人権侵害について 

山下菜穂美・若狭靖晃 

松浦奈美・神鳥一弘 

奥田実千枝・平岡朝子 

岡本良子 

    

２０１５年度職員研修一覧表（外部研修） 

回

数 
  日 時      研 修 内 容     参加者 

1 ４月２６日（日） 

「幼児期のスタート自我の誕生」 

白石恵理子氏（滋賀大学教授） 

全障研広島乳幼児サークル主催 

山下菜穂美 

松浦奈美 

若狭靖晃 

2 ５月１７日（日） 

「子どもの心を豊に育む絵本」 

栗栖小枝子氏（元広島市北部こども療育セ

ンター園長） 

全障研芸南サークル主催 

奥田実千枝 

松浦奈美 

岡本良子 

3 ６月８日（月） 

水泳療育研修（ハロウィック水泳法） 

江上氏（京都ハロウィック水泳療法協会） 

広島市西部こども療育センター主催 

山下菜穂美 

松浦奈美 

若狭靖晃 

神鳥一弘 

4 ６月１６日（火） 

水泳療育(実践） 

大政里美氏(広島市こども療育センター育成

園） 

山下菜穂美 

松浦奈美 

若狭靖晃 

神鳥一弘 

5 ６月２０日（土） 

就学研修 

「親子とも気持ちよく１年生を迎えることがで

きますように」 

胡谷瑞穂氏(小学校） 

奥田実千枝 

山下菜穂美 

松浦奈美 

岡本良子 

  ６月２５日（木） 

「みんなのねがい」学習会 

私たちと発達保障   ～自信のふくらみ～ 

丸山啓史氏(京都教育大学）児島芳郎氏助言者 

奥田実千枝 

平岡朝子 

岡本良子 

6 ７月１３日（月） 
救急救命講習 

川上看護師  あゆみ保育園主催 

山下菜穂美 

若狭靖晃 

松浦奈美 

7 ７月２３日（木） 

「みんなのねがい」学習会 

私たちと発達保障～安心できる関係～ 

丸山啓史氏(京都教育大学）児島芳郎氏助言者 

奥田実千枝 

平岡朝子 

岡本良子 

8 
８月８日～ 

    ８月９日 
全国問題研究会大４９回全国大会(岐阜） 奥田実千枝 



9 ８月２３日(日） 
第１０回成人期対応セミナー 

公益法人日本ダウン症協会主催 
奥田実千枝 

10 ９月６日(日） 
「夜明け前のこどもたち」ＤＶＤを使って 

助言者 児島芳郎氏(広島都市学園大学） 

奥田実千枝 

山下菜穂美 

松浦奈美 

岡本良子 

11 ９月２４日（木） 

「みんなのねがい」学習会 

私たちと発達保障     ～話す～ 

丸山啓史氏(京都教育大学）児島芳郎氏助言者 

奥田実千枝 

岡本良子 

12 ９月２７日(日） 

「私たちと発達保障～青年・成人期の教育・

労働で大切にしたいこと～」 

丸山啓史氏(京都教育大学教育学部） 

全障研広島県支部主催 

奥田実千枝 

岡本良子 

13 １０月２２日(木） 

「みんなのねがい」学習会 

私たちと発達保障  ～魅力のある経験～ 

丸山啓史氏(京都教育大学）児島芳郎氏助言者 

奥田実千枝 

岡本良子 

14 １０月２５日(日） 

教育と保育のための発達診断セミナー 

・１歳半の発達の質的転換期(白石正久氏） 

・２～３歳の発達の姿と発達診断(寺川志保子

氏） 

・４～５歳の発達の姿と発達診断(服部敬子氏） 

全障研主催 

奥田実千枝 

山下菜穂美 

岡本良子 

15 
１０月３１日～ 

   １１月１日 

社会福祉士 実習指導者講習会 

公益法人広島市社会福祉士会 
岡本良子 

16 １１月２６日（木） 

「みんなのねがい」学習会 

私たちと発達保障     ～書く～ 

丸山啓史氏(京都教育大学）児島芳郎氏助言者 

奥田実千枝 

岡本良子 

17 １１月１２日（木） 
愛育園(情緒障害児支援など）見学 

広島市こども療育センター愛育園 

山下菜穂美 

松浦なみ 

神鳥一弘 

岡本良子 

18 １１月１５日(日） 

「ちょっと気になる子どもと子育て」 

池添素氏(ＮＰＯ法人福祉広場理事長） 

全障研芸南サークル主催 

奥田実千枝 

山下菜穂美 

松浦なみ 

岡本良子 

19 １月２１日（木） 

「みんなのねがい」学習会 

私たちと発達保障  ～権利～ 

丸山啓史氏(京都教育大学）児島芳郎氏助言者 

奥田実千枝 

平岡朝子 

岡本良子 



20 ２月１４日(日） 

「社会性の発達を学ぶ」 

田丸尚美氏（広島都市学園大学） 

全障研広島県支部主催 

奥田実千枝 

岡本良子 

21 ２月２５日（木） 

「みんなのねがい」学習会 

私たちと発達保障  ～理想～ 

丸山啓史氏(京都教育大学）児島芳郎氏助言者 

奥田実千枝 

平岡朝子 

岡本良子 

22 ３月２４日（木） 

「みんなのねがい」学習会 

私たちと発達保障  ～未来～ 

丸山啓史氏(京都教育大学）児島芳郎氏助言者 

奥田実千枝 

平岡朝子 

岡本良子 

    

2015 年度保護者研修 

  6 月 20 日（土） 

就学研修 

～親子とも気持ちよく１年生を迎える事がで

きますように～ 

(小学校の教諭） 

年長の保護者 

   11 名 

  

8 月 27 日（木） 

8 月 28 日(金） 

9 月 17 日(木） 

療育とはなに？療育でなにをするの？ 

あそびの意味は？ 

（にこにこおひさま管理者） 

1 歳～4歳の保護者 

   12 名 

  ８月５日(水） 

生活リズムについて 

～活き活き脳を育てよう～ 

（にこにこおひさま管理者） 

0 歳～１歳の保護者 

   2 名 

  

10 月 29 日(木） 

10 月 30 日(金） 

11 月 12 日(木） 

感覚統合について 

～生活しやすい体をつくってあげよう～ 

（にこにこおひさま管理者） 

1 歳～4歳の保護者 

   15 名 

  
11 月 26 日(金） 

12 月 3 日(木） 

発達研修～発達のみちすじ～ 

(にこにこおひさま管理者） 

1 歳～4歳の保護者 

   9 名 

  
1 月 26 日（火） 

1 月 2 日 8（木） 

水泳療育について（ＤＶＤ利用） 

(にこにこおひさまインストラクター） 

1 歳～4歳の保護者 

   9 名 

        

 

 

  (５)職員会議・災害訓練  

   

月 日 職員会議内容 

４月 ３日・17 日 新年度療育体制について、連絡事項 

５月 １日・８日・１５日・２２日 
研修についての年間計画、プール療育について、連絡事項 

火災避難訓練（２９日） 

６月 ５日・１２日・２６日 研修報告、水泳療育について、ケース会議、連絡事項 



７月 ３日・２４日 
学習会（「育てにくい子にはわけがある」（３日）） 

運営会議報告、連絡事項 

８月 ７日・２１日・２８日 
研修報告、連絡事項、療育予定について 

学習会（２１日） 

９月 １１日・１８日 

労災、傷害保険について、連絡事項、療育の予定について 

学習会（１８日） 

火災・地震訓練（１９日） 

１０月  ２日・９日・１６日・２３日 
ケース会議、連絡事項 

学習会（２日・２３日） 

１１月 ６日 
連絡事項 

学習会（「やさしく学ぶからだの発達」） 

１２月 １１日 福祉センターたまご会会議報告 

１月 ８日・１５日・２２日・２９日 
運営会議報告、連絡事項、来年度について 

学習会（２２日） 

２月 １２日・１９日・２６日 
来年度について、個別支援計画報告、連絡事項 

学習会（１２・２６日） 

３月 ４日・１１日・２３日 

来年度について、来年度クラス編成、職員配置について 

療育予定について 

火災避難訓練（４日） 

 

 

１）相談支援事業所 おひさま  事業報告     

        

 ２０１５年度より相談専門員を専任として業務にあたってきました。近年、特に保健センターで実施しされる１歳半

健診、３歳児健診で気になる子どもの療育希望、保育園や幼稚園からの問い合わせも多く療育につながるケース

が増えてきています。呉中央地域には、児童を対象にした相談機関が２か所しかなく利用計画を立てる事業所

は、相談専門員の一人あたりの受け持つケースが７０人を超えて受ざる負えない現状があります。おひさまも一人

で１１０人ケースをもったので利用計画を立て 療育につなげていくことに追われたのが現実でした。もっと保護

者、利用者の困り感、ニーズの掘り起こしを行い、ライフステージを見通した対応、各関係機関、担当事業所との

連携を図っていく必要性を感じています。 

 また、相談専門員が一人なので独りよがりな支援になりがちなためチームでの支援体制が取れることを望み、年

度後半は、相談支援センターたまごと連携して月一回情報交換を自立支援協議会 相談部会の後実施するように

なりました。今後は、法人内の二か所の事業所を統一して複数のチームで支援していく方向を探っていく必要があ

ると考えています。 

 


